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国連平和活動における予防外交
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Abstract 

Thc Unitcd Nmions was established to prevenl confliじts world.人 World8ank Report in 

2003 asscrts that pOSl conllict counlrIes註 panicularlyvulncrablな tofalling back InlO心。nllicl.

Uniled NalIons peacckeeping and peacebuilding opcralions have been can允dout to break j、l-eellle 

COlllllrics frolねじonllicLYet TimOI向 Lesteexperienced violeねじξancr indepenclenζwithin 5 ycal又

and indcpcnclcnt SOLllh Sudan yel to regain stability thc 2013 conflict. Thc article !"ocllses 

on the IIcld pcrspeclives of peaζoperalions_ II examincs the role o[ licld operations乱ndplαye行‘ as

Ihey are the ones 10 il11plcmcnt the mandates !or peace opcralions 011 thc grouncl. 11 rcvIt:¥どち howlhc 

Unitecl Nalions Opむralionsdeall with theむontlictrcoccurrence in TimoトLcSlein 200札and

cxplores how lheむNpeaじ operationscould bring心。nflict11冶nsformation.Thc 設rchsho¥¥'s how 

the Cic'ld per言。nnclin UN operatiuns managed contribute 10 prcvenlive diplomacy despitと5

lheil吻 constrai11ls.11 also proposes number 01' measuresぉ lherole of the field川河rallOns

<lnd personnel in order 10 deliver resultふ

l<.cy Words : UN Operalion話、 Conlliclprevention and resoluliOlし Peaccbuildin忌 TilllOl二LeSlc.
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お}守トラ勺誌と先手13!:、エ|王手謀、

ダ'.>fこ

る

し、庖してき~。

ノレド (Dag により

ィモーノレ、紛争転換

された国際経社会jで島る。

と見なされるi祭その信的

の予防外交の縄全:は

れたものである。

i 本仙;立、紫手?のIEU主平手[1出動 本音11と現場での実務経験でどもとに執筆された。本石jで主べられる内府

は、{詩人のよ，~~WI~で、あり、 i主i述の立去を示すものでなない。

2 本棋では PII.，f1lおI;'U泊 j という言葉を\ぷi叩[I~H~NJ\ 子手口和J.ú.i、 :;1 7，売れ構築出動を総1;~-する意味で諮問している c

独特のむi[勤をすは、その汗~il!JJを l りJiむずる。
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ム」 だように、

つまつ

手11へのぷ起j という 1992年の

予防外交は、 子i詩的胤1m、

架をもた

あるいは

る

じてし1る(じN201 b: 

れて

・ガリ (l三OUlrosBOlllroシGhali) は、ドド

けた。それ

など、子IW(I守

iえi拘

(UN 

なし、。

(Paul がi今 44ノミ

セント おり (Collicr2003 : 8:3入その王'!lll!のー

汀ている。例えばティモ…/レ

に乗り始めたところで紛争・が古び

!-1~たしたものの、そ Lか

っとして、

(Timor叩 Iえ

1)、政)(、j

(しJN2015a: 3 、2015

ているへ有三寂I?正面!は 手の待iWIやプロセスを

ハイレベ/叶虫立ノてネノレを

てい

パラダイム法二'"

III ] 999 : ] 8)。いまや、 i
 

i
 

1)すで11話こっており、

lUVJ年さらに新しし

には、 これ

それを尖胤するの

201 : 6ふ71立

上¥

した。円パネノレはその

ひ
'- したうえ と

中
川
斗 し、

3 不材引刈叩fl紅杭{品川f均;川!は之、 羽捌;比YUJl凶滋Jとい うl古?玄市f主を '1下川iド日向了リ而!ぼ己ω とい う〆立凱立佐制叫E立忠ブ刃涼;叫味詩沫ミ でで叫、{純史山j片山;江jすねるο |い川H司川，j凶述 iド内休向刻乙吋吋清哨洲jヂ兵剥桁:ミ訂祈li削i吋{Ii;口付怯叫;'sι叫d弘鋭砧伽;立詰以ω01.ω!ぱ凶ズ汐が糾桁j〆円桁f汗市引f訂行Jわ糾;!川J

そ之れしてど逆行するIl{jjllii時計やを指す。見地jは "Ioca¥"ω;む;誌で、 ふli'1:1i活:J])Jがji.Ull!1のI!q"'¥-'その11i!氏、
詰討を犯す。
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本杭は、|主jJiliの予初外交、特に武力を使わない平和的紛争解決に焦点をあてる。そして第一

に、 j;IT j述平和活動の仁1:' での紛争予防に関する仕組みを探ること、第二に、紛争予防と WI~決のため

の市動におけるJ丸場の役;刊 を検討すること、 第三に;はま、 !巨凶主主jj述虫土平11:不和|日u市舌到勤jの仁1:1でで、ご予)予う|防坊外交が紛く守守争争f戸介"通"宇寸1千il中li

iO典1に1'1む'u拭HJ.山j犬;で、きる泊かミを考考-記察宅することを{州江訓肝1:ヲ究tl巨目Eヨj(的巾とする o 1仰川川り出肘f企ヲヲ究ピ方;法去と しては、 i主j;ill平和活動の木nl)と

現場を9;11る尖践者として、 11¥版物だけでなく実|僚の現J助対応についての資料や経験を参考に分析

する。共休的な事例として200611ミ4-5月に束ティモーノレで、起こった武力紛争1を11:1心に、

平手11活動の現場での役jiflJを検討する。さらに、紛争予防、解決、 111ム換に|刻するの外での実践

も参!I，(iにする。本稿により、|主!際社会の取り組|みに対してMらかの貢献ができると担むものであ

る。

11.国際社会における紛争の発生@拡大とその解決の枠組み

1. 紛争の発生・拡大とその解決

スウェーデンのウプサラ大学のデータによれば、2015年 7月現在で30の紛争。があるとされる o

紛争にはJ広大の過程がある。それは突然発生するものではなく、徐々に起こり、拡大する。紛守j'

が始まるのは人1M]関係の延長で、ある。 Mも対応しなければ、紛争は拡大、激化し、規模が大きく

なる。紛争は、激化してから人々に注目され、マスコミの対象となり、社会や政府、そして出際

社会の|対心事項となる。 逆に、対応の仕方によっては紛争が縮小し、収拾することもありねる。

1Iっi際社会の平和とイムf全保保のためには、紛争が激化しないように努力することが必須なのであ

る。いったん暴力や武力が使われば、犠牲者が11¥て、統fliリが難しくなる場合が多し~紛争の先

生.i広大の背景には、その社会やコミュニティにおける人間関係が深く|対述していることが多い

ため、そうした説仰をたどり、探ることが紛争そのものを耳目解することに繋がる。紛争分析、解

決、転換の椛成であるジョン・レダラック CJohnp， Leclerach) は「紛争は人間の関係にとって自

然の JJ~象であり、変化の出動力となる J としている (Lederach 2003 : 4)。それゆえ、紛争をど

のように捉え、出解し、対応するかがilllJiとなる。

2. 紛争管理、解決の存続性

紛争の解決には、紛守卜の発生.1，広大の段階にあわせ、 i君、社会、コミュニティによって版々な

方法があるが、このような仕えIlみは国際社会においても存在するものである。 1f(11は紛争管JWや

解決の存続性をiiuliiに示している。ここでは、対応策に選択)J支があり、それによって紛争当事者

のプロセス、内容やおij栄に与える影響が変わってくる。その方法を選択する際は、具なる影響や

4 引̂Iれt訂は、 20ω04~年iド引t汀12)月3カか、ら 2006'í年|ド~ 1 山0)月3まで、 リ京iテイモ一/ルレてで、i川司lì述~主!主[~\什一J守千、'1ドζ干和i口i 出利紺維íí花tlIj、j肘i

j地也]引lドf~坊苛)所リ肝í- (1伝矧…~I司l と述i巨;リ京i テイ モ一/川ル1レ/支支:J促乏加，-上討ば-JI、J北JI (UI1川11川l川lc以ωdN~lli l)l1 s Missiol1 il1 [(1S1 Til11ur， UNNMIS[T)、京ティ モーノレ1(1述lJf.

掛川 (Unilcd Natiol1s 01恥じ il1Ti刊r日山、1冶iれi川11ω川Oω町r-北-LcSI詰汎lじ、 UトN心OσT、-11日札L) 及び山l医回主耳iえ迅述i主;京テイ モ一/ルレ統j子台4守?ミ ツシヨ ン (Uい11川iれiじ吋dトN，孔川山i川山llOI1S

1mωUじト~l!. r己山l!，r汀汀ra川i礼Ilcd rv仏f
5 シリア、イラク、アフプカガ~"れニスタン、パキスタン、ナイシエリア、ウクライ 7 、f:M スーダン、ウクライナ、 l 十一j

スーダン、イスラエノレ・ガザ、ソマリア、イエメンでの紛争ーを l‘000人以上の'hH!J:者を!日して¥.'、る行段Ifl と

する。¥札¥'¥川¥'¥¥'，1川11川1¥化じU山!仁打川'1ηI日川1じ川;礼川山1I山I1川tο川)1山1じi礼川山lリ山11'叶a川川i札山l川Il)川11計 じω《ο1I川1日11八1川 l山I川11-1刊ヲ)1γ叩E
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る!，~\'}ltがある と /J~ し し、

l火i1の左子に£ し

を:設ける?とである。:ク;に 。 ¥仁丹

rI主をF す ので、ある。そし J (l!.xい J士、第 3者 は11¥i介者)とし

し¥， iナ する o ri)，'iJ千土、 な托交のプひセスであり、

iっ才しる め、 の プ ロ 七 ス の 公 立 二 さしを体似し

、lーJ、 ら か …けの したつ)，..:jをJ主っ /)寸4 r=IJM，(やJ7・て

;立、 tjj:3 

'I'IJも非公式 プ口々スではあ 治人 • 1ql11'と yil. がある口そ )-

i土、

とし、

にl山ぐことができるのでみる。しかし、これらの

れている。つ する J-

0) があるのである。それならば し、

iヒし、 l!Y.り返しのつかないことになるのだろうか。ポール・コソアーはこのじれ¥に対し、も

ちと{詰宇nl ニ ;:jト今μ こした 1)11:L~1カしあ2けていることが…場つの日Il I Liであるとしている (Collicl

2003 . 39) 

を引き起こし

非公式話し合い
(1的 Jnll汀l

Ili対¥"U同 ioul

ハイレベノレパネルの

交渉

吋司、 B

{;)乙

(，¥cgotialion) 

調停・仲介

{九Il'dialion)

1) .[ι 

仲裁

(:¥rhitrati[)ll) 

裁決

とるにあ?こり、

してし 1る 201

(:¥djudirat.Inlll 

l刈1 紛!fぺ、 iij午けとのおあげ1:
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3 と 関係

である などの力 L る は、 の表i(rj(!守 在日〉でし

かないり を千 るに工、 Ifliだけ' る -Jp dp、¥ノ 、 の詰{1主|

ボ ノレ・ ワアーの

にj¥((1 『とに る。 けとや子;切を [1i三 のであれ (conllict trnns 

すこと ろ

( 1 )剖内出!J(!とIiUi安(1サ民江主i

ジョン香ポーノレ・レダラック(‘101111Paul 

へと変化そもたらすも

民一

あるいは

とは、 の)1三からj在う

もともと日立

して

ヴィッチ

また、ウクライ

との政治、

i;;判定(iIJJJjT 1)，1 

る.1(しれkrach2003 : 8 )、

ースな

1月末にわれた大説i泣選手のね県に

12YJに出11与のヤヌコー

;
 

必円
VG

 

¥
 

1
わい苅

カ1

すーっ 的

、1111iiil'( riJtやニーズなど

の市とし o 

( 2) lflWH'if秘

;こはタ

び、

とされていた。

γ ふ
i'- ..._ 

になると、」子手ff{ijf

された (ノレペノレ究

シンゲ・

1992) 

0) 

ふう

ナリオを築き、 タをモ によ号、

まj
 

H
U
H
V
 

4
B
f
ノ

1.;¥ 

and Fricdman 201])。

tn 2 

に必攻:なのは、

!)i('l'('IIIII'(' JJi/J!oillucr， U日Illstilll!c1¥)1' Pじはじじ‘ WashillglOIl1).仁、 LJnIledSUIゃ;Il1stilU1e 01‘j)caじじを参!i'(i。
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に n~'J る と う、必ずしも ない。 なシナリオの研究は

1)、 t、ー

状j記 し、 の1:1:1 れる円 i主!主lllJ日持計画 CUNDP)は、 19糾

の

ち てた。向 ノ~干-〆 し、

アン ラ、ハイ 、イラク、モ ンピ 夕、 ミャ

ン 一、スー夕、、ン、ザイ (UNDP 1994: 41-43L ~の J~'l 1tm詐称j のう汁Jí-では、全{本{象

っけ、

て、前半なやつ万を克に

となるからであ

(3 )紛争予出

は、環境、プレーヤーの'j:!j問、コミ ケ…ション し

ているか、 いった事紫が1~~'~轄を及 なの

ではなく、そ まりプロセスであるといえる。 iま1] されている全て

るのである日

111後関連による紛争予防と解決の枠組み

上国連合平和へのアプ口…チと

に対する 3つのアプロ

(UN] の中で示した、

ある。ミにブ!、ロス・ズfリ が i平和

及び

である口

( 1 )平和制造 (Peacemaking)

;土、では主として、 によ日げられる

1211の左側の部分にあ

して、地i或長

れてし 1なし 1が、これ

“1Im:じ入ppmachcslo pcaむど:Pじはじckeeping‘pじacωkingand Pじaccbuilding，"inJOllrnal 01、PcaccRωじar仁h，in PC，lCC、1え!al‘

and DclとIIおと-Essay主 inPeacc Research， Vo.えCopなれれag己11，1975， Christian 

llii.iili文i'li:ん150/60;S!1995iJ、:3.fanuary 1995 I平手11への担;芝)岳民IJち

9 ipp，j{小hllilr!i川 iムいう三之、五五慌には半1il~完成と l沢した J:Ti.J ~iHì'(iiであると考えらる。円高j去のなiU( が
Q c  
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は、 ハイレベノレノマネ

ため

しい強化とより

くi可怠した。

)れら

の中心的な子i訪及

を言語

して、

2会15b: についても

る を求めるパネノレ N
 

い
U

/
{
¥
 

( 2 )平手i時築 (Peacebuilding)

i立、 だけではなく

についても提唱されてい

ポスト・コンブリクト〉

にはパン・ギム

してし¥

ーヂ三、マ

しつ

辻、こうした点も

い立いとしている (UN2015b : 

( 3 )平和主主持 CPeacekeeping)

の訓!話j では平和維として、おf~(:l与奈川 f去に紛争の説化と

るとしている。

ーショノレドなどを

め、

あう、

2 )公正さ、 3) I支払I"r及び

ンであり、ガバナン，、、

とITIなる活動が重要な色;誌を占めている号)万人以上の安

号、武力をfをわない紛争解決。〉機会が、征服要員と
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双方の r~j '/古の任務中にも極めて多く存在することを示している。

(4 ) 王子干IPJ!Ili!J1](Peace Enforcement) 

平和!強制とは、党三京tj}7 に基づく経済的ilJlJ{長やw事的州市を合む強制出世である。:込

条にあるように武力の使JTj もあり仰る。口~ 7 にづく市平[1別立ttlilJJlY自立は、近年の平手111:Wj守

活動にも主11 み込まれており、 II!j上己保護j はこの分類に)品する。この千平Ilk:H~持活動においても、

武力を仙HJ しない干段で交 1~人訓{子などに抗わる可能性があるのである。

( 5 )予防外交

怒章第99条は、「事務総長は、 IJKII療のiJLf11及び安全の維持を有，)成すると li;包める司UJ'[につい

て、安全保陣取事会の注意を促すことができるj として、千平11の安全の維持にIY，jする事務総長の

栴i肢を記している。これは、予防外交に関する事務総長の村長ドHにえしたものである。ドド不11へ

の諜j記Jでは、子i坊外交を[当事者J惑の紛争信先生や現に存在する紛争ーの武力行位へのj並行を防

ぐとともに、紛争が発生した場合の拡大を防止するための行動であるj とやや放く定義した。尖

践的には、平和に関するアプローチ全てが予防外交に貢献するといえる。 I伝凶手H川1)述主j志芯午市市(泊34条は、

13 

れのあるい泊か冶なる!巨自;ヨ!付体iについても、 その紛争・またはi':i体の継続が!主nFt:~の平司11;;えび'f]_{J，:-_の主を危

うくするおそれがあるかどうかを決定するために制査することができるj としており、さらにハ

イレベルパネルはその報告書で、「もっとも強力な予防子段の一つは、安全保事会のJ;lJtJJ附

与である J(UN 2015b : 38:iliíí) としている。しかし、「そのr(í~IIH にもかかわらず、安全1~~I\m州事

会は生じつつある紛争にあまり凶与してこなかったj とし、「他と蛤訓した事務局に刈する予防

外交における国際述行の取り組みを残しつつ、武力紛争ーや緊急事態が起きた後で、それを倣うこと

に集 l十l して米た」と指JI:~î している (UN 2015b : 72JJi'i)o II-U Il，j: に、予防外交が、司i務総長やその~S:

似や代JIHにl出らず、本仰がうTIlllJliJするように、平和市到Jの 4ミで実施される IIJiilH!I:が拡大したこと

を示している。

2. 平和活動に関する国連本部と現場の役割

出)ili千平L1活動に関する外交には、に 3粧郊のアクターが会場ーする。 mlのアクターは、 IIU;主

の1;jl}成田と安全保隙よ問、総会、平和梢築委員会などの主張機関である。これには千九州政附の

正や外交'f守が参加し、活動に¥YJするマンデートを決定する。¥=T;J)lliは政的 \I\J機関であり、各 Ij~1政

府の外交の一成である。 国際社会の平和と安全を考慮するにあたり、各!五l政府がまずnq疏をlT{仰

することは当然であろう。一方、平和活動のマンデートの実施は事務向の役jiilJである。ここ

では111述本部と現場がINなる役割を県たす口第 2のアクターである1]1辿事務局本日1)は、マンデー

トの尖胞にl到する最終支任がある o +民機!主jで政府代表と践し、各i五!の外交に相通し、その利益

と興味を迫うことを主んじながら、現J:J，Jj の平手11ì~行動者への折導とアドバイスをする。そして第 3

のアクターは、実際にマンデートの実胞を当する、現場の千平111~íi助手iーである。これには、事務
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えなし

写会i合まれる。

である。マンデート策定及び実施にもっとも

それに答えるようなマンデートを作り、主J/iliす

る手i';をエンパワーして、 JJVむのニーズを出iたすよう

日3のアクターである J立場の平和活動者に切な

なの

とであ

とがしばしばあふりプシュキ…ナとマイヤー (Pushkin<i <ind Maiel・

2014 : ~331ω3:35) の制織的語力が政治的立思の欠如により jíJ{られており、このことが担

を栄たしていると Wi摘する。

{ じN2(00) でで、;ははjま:抜ヌ本本!宇与ド又i二:1的'1杓j均守Lは2反咋}市I

と、現地の意見を!出くことを

CUN 20] ]a) 

さらに

いでいる。

ょう切れなく移行しなけlLIまならなし寸、

り人間中心の{制!?jとならなければならない。

ステムの対よじを可能にするため

している 20]5<1:日 1:(11)。

なると、

111

1 したく 必:世:な

ボティ ノレのケースをllYりJニげて、

出jする

/レのある千平11活動

ハイレベ/レパネノレ

らに、 (d) そ

のことは、

れた対処万法と

ァ
乏)0

に品Ijiびつけることを:況

べきであり、その

におし、てょっ

?こよ 1)

としているJ

としては取り上げられて

I{ft.コ

」

i討するf乞iflJ ちゾ

三〉。

IV健ケーススタァイ ティモーjレにおげる2006年4月-6月の危機

と状;完

インドネシア /レで;士、 ] 8月3011の 治f

の直後、イ

10 j: 体的対立つま11 み(山Jl~l 日hip 入 1'1;;;)] IYJi，f:サ、 仁科守的主11，ii!Q

みを出射し

79 



Arc:! Studies TれIkuba37 : 71-.92， 2{)16 

I療多

」つ

20 E! jから

(INFAI以下)

ょっ

Ii寺;立、

た。これは、 5

(UNMISET) による

2 ) 

:紛争の原臨となる

( 1 )註接原因

るI1

詰のUNfV1ISETにはるつ

たのである

ミに首都ディリに起こった議動は、京ティ ノレ

れた。

1]1こは、 i主|

(し!nitedNぬ

を果たしていたわけである G そ

ノレに2004ゴ|三の 4月から 6jJ iこ;1三

NatiollS 01Tice in Timor-LcstふじNOTIL)

れ、 5 )=] 

えられてい

jf 

誌

はUNOTILにはなく、 15A

そし

ートが終了すれ

(じ

4‘ 
~ 

ょっ

q、~、
したが、

結にアプロ

fV1at船員

月16[1には、タウン・マタン・ノレアク CTaur

80 

ン Gusm加)

11 ティモーノレの設立j去の紛争予防{こ持するl沼擦欽治的考察

ノレの出家)1弘文と紛争ぶ刊誌の詰出:七日れは III丸山 ini を参照。

シャナナ・グスマ

がな ttlLtまさら



をマヲ・ア/レカティ~人Ikatiri)

の終!)iJ誌にはデモ

しかし、

のである。この

に絞らω守:合えによ|ーを(ぜいす、 sqt 

j併をみ:して

ぶベ台数i誌は多い。

じていれ しなかっ?こであろう。/，)/ L J 

に叫がある c 京 (fl~ 出身(ロロ )の~(~ 6 '，I;.IJ 0) 

ゲリラ、ファザンテイノレ 11¥

らは、 VLi日 I~ 11 ¥身(ロロモヌ)の新しし

らの i:

あ

よ

ィモーノレにはこのようない:分は

なか に十!日当があるとべてしまったことがi

った(上杉 2014:ふ5)0

(b) 

京ァィ についたマリ・アノレカティリ Y"I.HIに

っし、

。“1'~fl:J Iは、インドネシア之のはそザ、ンピークい

としてしていたが、ブレテヲン (FRETIUN) がインドネシアか

む?麦、京

)J 

進し

的

なっ

0) 

ヲン涼

ア}V台

じな治主った IJiのひとつになっ もjιわれ υ 。

とし、

しかも、ア/レカティリと0)

行手11とグス

ノレカティリ、I1が6)j 26!1に日任し、ジ

:~ jf'~去っYJの汀 j:J 11こでしたこ

、

し

ゼ令ラモス・ホノレタ R，11ll0S

ア

I:i Jf[ 

し~。

も も1fしし、 Iこ!品してし、た。じNDPの
勺r

迄}

11 O，S5 1ごノレ (1 nCOl11e Puvcrt yしに〉であるが、 ;土、 40パ…セントの人IIが
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に、人々 していな

|出っ

)のラインを下!ヨっていた。独立したものの…山に改善されなし

かった。当i時のノ¥f]は100万人出であったが、そりうち850今000人

いる状況であった。五百HJ 容も低く、特にま7者の ~j:尿は44% にも ていた (UN2006c : 34 

つ丸いた。{持え i工、 UNDP-むは良ESPE仁丁というプロジェクト (UN2005 : 

ての大きな1:iii県;こ辻黙がらなかったり

り、 4月 1::1のデモに辻、 l臓のなし

うに

った悲しヂィヲ も られていた。

とし

も}Jllわ

J: 

(じれitedNations Commission 01' lnquiry for Timoト(じN2006c1 : 

は、ロジェワオ・ロパート内部大出が民;ll¥j人に

とを明記した。同大i立はこ点により起訴され、存罪判決を受けたり民j/U人に

の

したものであっ

っ7ここと

わってい

に望号察の力不j誌を

してしまったc

ととなった

して

の(1ヲと

MissiOI1 TilllOl二LeSlふ

と、 UNMIT~之さっそくヨミティモーノレの安京か

してーから姥をやっ症したりそれまでも

ために JプロフェッショナルイヒJをむち

からし」、

すること

がマンデートの中心に まれた。ま I 、

仰れれy")という文化 SeClOJ‘たformMonitor 2010 : 16-17)がある点も

さら{こ、ローラ・グレンブエノレは、出の支配を確立する

いている((ilrenlト112013: 61-71)。

V，国連の対応一本部と現場のギャップ

;士、 4 5 月の京ティ

] UNDPの2009Milklll1ium D出廿OpllltnlGoal主.Tim¥lr-LeSleも参照。

を受けない

れている。

いの
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し合い、捻々 し とをしてい 々あ

」とをjJくしている。しかしそAe にギャップが

あ号、 しも れなかったと

(Mediation) 

伊Ij 5 ffijから、 じて

に出して

;五; ャ (U.Gastao ;j守校

治￥ら;土、 があった。しかしその当日、 PKOHすから

との指示が島った。

る

言『るだけで、も、

な指示により

ヤ{こミし¥、

2006c1 : 12) 

のこと;立、

7 

包コ。

2. 銃撃戦の阻止対業

5月23日に

けた。じNOTIしの

よる

ると、

オーストラリア、マレーシア、ニ

にな号、

ランドとポルトガノレ

251]、

にを受;アている京ティ

ドパイザ

パイザ

ドパイザ官と

した。 しかしそのjさ中で¥五ミティモーノレ

イモ

グループ!日jの

特別代表はサルシ

きjiJ;つに

されたとい とであ

ら月

と|主1;主

ア

してしまったのである。ゑに泣詩人的資ティモール警察官が死亡、 25入が霊場を

(UN 2006d: 9 。これには、

) 112007 : 5) Jとしている。ププ仁 田 iiliイ[111)-'IJIティモ…/レ引liのとだにi揺するJ:lllJfJ年ωキャップが

あった。その介入

したことが適当であったか、地にいた

IIIJ く可能性:もあ アド

83 
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パイ」グ どのような山f系にあったのか、そしてどのように したのか、 について

したのであろうか。

/1¥さなかったこと

されたのであろうか。このよう

どこま

r
v
a
E
a
 

-
-

L などコミュニケーシ♂ンの;(1:りブJーによって のケース

来(，/:)に多く が，'1¥るのを|山ぐこと人 ヨノ

ず
~つ

、49
8
3

伊え

げ;fLばなら

i土、 r1 

わる者辻、

したのであ o

;立、

01、lnquiryfor TimOl"向LeSlC) を の目的は、 r4 )~ 2811 から2911まで、そ

すること J、そして!事の立をす]らか

とであった(じN2006d: 2 。当日与のコアィー・アナ

にその宇す ことにした。

会 COl1ll11issiOI1 

し

し、その

よ三

とにPKoM どと行I~設しなが

を狩7Eし、 144人む

しかし、

;土、 U:'¥JUIILUノマンアートゼvと犯すゐ;こめたっては:qi.liゑそも符悠掠もなし、と主づけ'たのでみ

る作 l壬ぉJ11 ~\jl: ~jî I代表!士‘ r 1.i I IJn iiJγiltムドドI 絡がど仰は会合すっ()(i協のよいわ J→ゃんIirI íハ-1バ与l' 市長~VJI'

にならないようにコントロ…ルで

や不

毛:い (UN2006c : 

/レコ
6) .J 

キを

に才一ストラジア政}{干の強l、

こととなった。これらの1UJき!士、

;土、もともと計

;fL 

必ずしも受け入れ

84 



Arca SlIIdIcs TmJwba 37 : 71-92宅 2016

らないこと
ヲF

Q 。

日、長谷)1 i特別仕去はアノレカティリ

した口ョ;培、ミッションの

ザーと

をしたということ法、

と身の安全 してい 5n 
2511の

IPけに、

;こj(7

し、 7]

チーム日anagcmenl した。しかし、

うな丹品はUl'¥OTIしのマン

け、に

であろう

ストラヲア、ニュ…ジーランドとボルト

じNOTlしのji包交と

することはなかったのである口しかし、 2月 (UN 2005a : 68i1i'i) 

これも、

る考慮が羽いと言えよう。

を高めるようなワ組みなすること

をおし、

し、

!誌に成功した慨もるる。 5月25H

2006d)が10)32 1Iに発表され

にはjし

、、?こ…巴

ないかとい

弘、 し びノ¥々

k
u
 

oo 
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との刈話をjijjけた。そして、その仁1=1から見出された併がと案をもとに、開{系者と調百人斡旋を包

強く続け、大統領及びi引t!などの!主!の指導者からポを何ることができたのである。 UNMJTJR

導者は 1-1、話し合いの機会を作りながら支援し、彼らによる決定を奨励した。結局は、大1初J州j

合怠した後、束テイモ一/ルレの大1が:d似1

テレピメツセ一ジを送つた O 教会にもポスタ一と f広よ宇判!民Y_ l式主誌t を公布した O こうした努力が実り、 Il~1

民はi:(J:?Uさを党えて納得を示し、報告子1;: (UN 2006d) が公表されたl僚に誰も武泌を子にHy.るよ

うなことはなかった。早期警報に基づいて紛争の嬰l云iを深く i出識し、紛争予防に文献したこと

は、現場でしかできなかったイニシアチブが成功したものであり、本部でも両く汗1111iされ

た(黒EU2015)。このことは、現場で平和活動にWtわる者が助を働かせ、機転を利かして立ち 1111

れば、効果的な活動の実施が可能で、あることをえ;す例で、ある。ここでは、]994{j三のUNDPの人間

報告書で早期警報のシナりオを作成した際の方法が)JL;J刊されたことが注目される。また、枇i山事

務所の人民が徐々に減り、他の国連諸機関と協力してI古動を実施することにより、!同主述主剖i削1刑日発計計-耐阿i 

(UγトNトJDP刊〉リ) など国述の他の1機溌!関羽とのパ一トナ一シツプの立主虫型:ン司宅'1管性!巨!

さらに、この成功の陰には秘密裏に行われた地味な多三力があった点も強制しておきたい。 日

報告書の翻訳の件である。 UNMITが国連事務総長特刀Ij代表代行アィン・リスケ・ニールセン

(Finn Reske-Nielsen) を通じてジュネーブの1mjill高等ノ¥村'd弁務官ノレイーズ・アノレブーノレ (LouIse

Arbour) に!日jし¥合わせたところ、報告書は英訟でのみグを千子されるとのことであった。ニーノレゼン

は束ティモールの公用語であるポノレトガノレ誌の翻訳版の作成を!日:請したが、ジュネーブでポノレト

ガノレ訟の翻訳者を見つけることは難しいとの返答であった。 UNOTILがUNMITに引き継がれた当

時、多くの!隙員は他の任務地へ移動し、ポノレトガノレ請の制ltJ¥J白'は 1-2人しか伐っていなかっ

た。しかし、公m詑で発表することが主主i! と '1~ 1j [析し、 UNMITはそれを現地で準備することにし

た。ところが、国民の大部分はポルトカソレ詰が読めず、 わ支らが県併できるテトゥンii14への制訳も

進めることとなった口資格のある附訳官を探し出すことは至難の業であった。そのうえ、

が発表になる前に内容が外部に漏れては困るわけで、ニオ工は大変なリスクを伴う作業であった口

このため、翻訳官迷には特別な部屋.を設け、内容については家放を合め決して 1-1外しないよう般

に指示した。また、彼らの翻訳作業の進行状況を毎日矧i認し、精神的なサポートも君、らなかっ

た。その結果、報告書が発表になる 10月 21=1までには制3訳版が完成し、英詰版と同11守に配布す

ることができた。幸いにも、内容が外部に漏れた形跡は三~:::くなかった。こうして凶此は報告書:を

読み、耳目j併することができたのである。 この秘秘l容範密I叩:

つ均か斗な治か斗つたことでで、ある O 現場が地味なイニシアチブをとり、不"活動に効県(/';)に貰INKできるこ

とを三JE1VJしたのである。

VI.国連平和活動に求められる変革と方向転換

前でみた i主I Jlli本 ;}!I と現場とのギャップは、現場の役のlTi~よ、そして、現場ーの平和活動要
一一一一一〓一一一一一一一一一一一一一一一一一

14 :'jlc1仔はこのイニシアチブのVU/ill.に!川安J12わった。
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イニシアチブのとう よって もたらす を示している。さらに、ハイ

さ才してきているレ J父ノレノ~;号、

1 .求められる

-r 
L 、

ある。コヲアー

があるからである。紛

てはじめ

とは

r {~~く ノ
¥ 

ごν
士主
'- プロセ

る態ス

lIiJ 

この

るもの

の志見

され、現地の人々

現

。〕

であ

2 

( 1 )ルワンダガチャチャ裁手前苛 Court)

は、ジェノサイ

むアチ され、 j二がら4士た。

をil言こし、 アツ長日こよって80ヌ子)，も

がノレワンダですでに)長

¥、
i
ノ

向
し

が

zz
・
13
 

つu
、ノ

Nations Assistance Mission in rhvanda. UNAMIR入ロメオ・ダレ…/レ (Rol11eo

(Forcc 誌、 につい

日ハワゼア (HO¥¥<ardZchr)は路復的司法 (n:storati山

1995宅 ChangingしじJ1SeS.Scott三dal亡、ド九 HcraldPrc践を害問。

Z<:hr. Howard、

、 Stccl、David、2013、CrcativeApproachcs 10 

Conl1icl Transl'ormation inοじictic詩人fli.:心iじd1ラyEXlrcmist Rdigion一人[¥1，1I1ualPn::pared by David .A< Stcじた、I'or

UnI¥cl・日ilyof Calil()rni，1.兄anDicgoベJ、Bntピharov辻、 Olga‘ <il11pkmclllatinJ101‘1、i辻仁k Diplom<lりF ヘー in 200え

Iklmick， i七lymol1dC叶<lndいじlcrscn1ミodnじyし(EditOfSl. 2002、Forgin::nじ言語 andRcconciliation: Pllbliピ

plll icy Hnd Cun 11 iじtTrallslοrmatioll，日mplclOllFOllJ1くbtIOllPn:sおも参IPJ。
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r 

¥._ してい に欝械を したにも拘ら y 、

Criminal Court ror R wancla、ICTIり も つ

た三人これらのプロセス

くのであるの i仁7長

万人にも及ぶとされ

イドの

的

lilJ 

とし三

このことが、お7主いがij!ミえ

たのは]()

ノサ

j)~ 

とし 1う こし、 I~I 分のコミ

たのである中そこで構築される訴しい人間関係のドで

う。 このイニシアチプは EL201今ゴニキ冬

」二げるにはさらにJ乏し¥:{I三月が点、i足鴇むあろう。もし

で誌ないろうか。

( 2 )束ティモール ω受容真実和解委f1会 (CommissionfOl‘ Receptioll， '1、ruthand Recollciliation， 

CAVR) 

しか

ったと jilLわIIるイニシ

とめ、

プがとられた。 rl 三から 1999

の手IIWI!を{I/I介し、 975

るため

Crime Unit今

にかけられていなし ¥0 ところが、じNOTIしのマンヂー

lこ基づいて況大j山手ユニット

11月までには全てのi伝り剖べを作11-し、

、ふ

く.c

16 \\\、'\\J3bc ，じ ll. lI k!n じ\VsÎworld-oníl'èー 18490348を容!i/~o
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そ れ に し て立、

年から J ミ(: ~ 

った どに ヌハ
ν

7と、
0./ 

ユニットによる

と て試し、コミュ

し

す

に

は
ん
川
、、¥

1
/
 

のJ
1
 

オしを

うし

し、

もたらす

きであろう。

ものと見な

VII橿おわりに

iま の中で、 がどのように して

かを

かせる」

れる c

の見解にギャップが

トは弱いも告であつ

をし、紛争発j長に出して

な行動をとり、紛争予防ーに貢献したn 結論として次のような

と

ユノロプ
れ
に

r
d
i
i
 

当11川i刊;与3ぴの〉点うテ子イモ一/八lレ/のリ一ス米!出ヨj三i大{注主 (GI 

fすべく私絞乙ぷ;け7ることがUNMI幻T、のマンデ一トに主詰組i江lみi込ふまれた (決;議:議北]口704，、 4(七i)け)0

J 人VRの任務!土、 UniwdN~l! i川s Tra/1si!iona! .Admini元tra!1川 inEasl Til1lor (じNTAl:-:TOfとUw!mill!1 L001!l0) Iこj主

¥ 0 

20 www2.jiia.nr.jp/…!h 

RじpOr!!土200():fj:I )j 20 11 
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一一

も?こ

か

京ティモー/レのCAVR

のをII立け、お 11:しi こJI!1併を示し、組し

和市[VJにも、主11み込Uべきであろ

比えてきた。 多付:なアクタ一方iパート

じる

をすミするような、紛争犬、 子IWを行うこと

がιこっ、もともとの紛争の以1，81が地宇治され、

るで、あろう。

J上吟:A

は、さら イ

した;vワンタれの方、チャヌウザチャ

の己主しず干し 1

ゃう 114{こはが

の人々があ!沖p的、心主計i告に婚し

でき ;1工

じようなj乏で刊び拍手することはなくな
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